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例大祭によせて
この町の祭りを、この町の皆さんと

― 祭りの始まり ―
春季例大祭は、宵宮と本祭りの二日間にわたり、ご神体が

町内を巡る当社で最も大切な祭りです。

祭りの語源は「祀る」、そして「待つ」にあるといわれてい
ます。神様をお迎えし、共に時を過ごす。その営みは、大い
なるものとの関係を結ぶために、地域の人々が力を合わせて
受け継いできたものです。

― 世代をつなぐ役割 ―
かつて祭りには、世代ごとにそれぞれの役割がありました。

世代を超えて受け継がれる伝統の松明を仕立て、若者が太鼓を打って宵宮を盛り上げ、稚児
を先頭に、青年が神輿を練りながら御旅所へと向かう。祭りはそれぞれの世代にとっての通
過点であり、地域の絆そのものでもありました。

― 灯が、戻ってきた ―
コロナ禍により、長らく祭りの形を変えざるを得ない時期が続きました。昨年は松明の奉

火を再開し、少しずつ祭りの灯が戻ってきたことを、皆さんも感じていただけたのではない
でしょうか。
そして今年の春の例大祭——両町自治会から「大人神輿を出してはどうか」という嬉しい声

が上がりました。その申し出は、祭りを支える地域の力が確かに生きていることを、改めて
気づかせてくれるものでした。神輿は台車に載せて御旅所まで渡御します。担ぐ形ではあり
ませんが、神様が地域を巡るという祭りの本筋は、何も変わりません。
島町では新しい法被も誂えました。北津田町とともに、それぞれの形で祭りに臨みます。
自治会と神社、それぞれの役割のなかで、今年の例大祭は斎行されます。地域の皆さんの

思いが重なるとき、祭りはまた一歩前へ進みます。神輿が再び町内を行く姿を、どうぞ皆さ
んとともに迎えましょう。

４月の予定（行事案内）
・４月４日 （土曜日） 百々神社 月例祭 午前１０時より祈祷受付開始
・４月４日 （土曜日） 山神祭 １３時より白山神社遥拝所 神事

その後、池鯉鮒神社で神事
・４月１２日（日曜日） 神社清掃 午前８時 本社・百々神社・若宮神社

ご協力のほどよろしくお願いします。
・４月１８日（土曜日） 春季例大祭 宵宮祭
・４月１９日（日曜日） 春季例大祭 本祭
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